
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シーエスセキチュー 

・11月～2月の子どもたちのようすについて     ・関係者評価について    

・来年度の方針について  ・校則改定について   ・来年度の委員について 

学校評価アンケートより、「将来の夢や目標を持っている」と答えた生徒が少なかったことについて 

 不登校等への対応について 

（委員の方）不登校や保健室登校についての対応はどうなっているのか。 

（校長）教育相談体制、カウンセリングなどに加え、各担任も教育相談期間を

年 3回設定し、じっくり生徒と話をする機会を設けるなどして、子どもたちの想 

校則改定については、前回の会議の時でも触れた、極力細かくルールを定めない案を採用する予

定です。何か問題点や疑問点が発生したときには随時、職員や生徒会と協力しあって、検討・修正を

加えていく形になります。また、来年度については、昨年度から続けてきたペップトークの活動を続けて

いければと思っているとの会長のご意見がありました。 

【学校関係者評価について】 

（委員の方）世の中こんな仕事があるんだよという紹介みたいなところを折りに

触れて入れていく取り組みも必要かなと思う。地域でできることがあれば。 

（校長）この 2年間、コロナ禍で職場体験ができなかった。試みはしているが、

いろいろな職業についての学習も地域の方から話を聞く機会もなかなか取れ

ない状況にある。状況が良くなったらできる限りそのような活動をしていきたい。 

校則改定についてなど 

いをキャッチできるように取り組んでいる。 3学期には、受験を控えて自分を見つめる中で別室に毎

日のように通えるようになっている子も出てきている。 今後も、取り組みを粘り強く続けていって、日頃

から子どもたちの想いをその時々にとらえることができれば、事前に解決できることもあると思うので

取り組んでいきたいと考えている。 



美化委員会では、これまで校内清掃活動に力を入れてきましたが、今年度は校外へも活動を広げ、

「クリーン大作戦」を行ってきました。2月 9日（水）の「第 5回クリーン大作戦」には過去最高の 49

名の生徒参加があり、３年生の先輩たちととも 

に最後の清掃活動をすることができました。 

あいさつをすることの大切さ、ゴミのないきれ 

いな町づくりへの思いを後輩たちが引き継いで 

くれることを願っています。 

（「学校だより」第３３号より） 

 

 

 

   3月 4日に卒業証書授与式が行われました。在校生代表としてとして 2年生が参加し、卒業する先

輩たちを見送ることができました。 

    2年生のキャリア学習では、木工班・工芸班・造園班・動画班の 4つのグループに分かれて体験を

行いました。木工班と工芸班が製作した七宝焼きとモルック（フィンランドのウッドスローゲーム）を校内

で展示しています。カラフルなポップも生徒たちが考えて手作りしました。 

   造園班では、自転車駐輪場の脇の空き地を利用して庭園づくりを行いました。動画班もテーマごとの

グループに分かれ、各自 iPadを使って作業を進めました。 


